
【第１８回プチパワーアップセミナー実施報告】 

 

 １．開催日    令和８年６月２７日（土） 

          13時 00分から 1６時 30分 

 

 ２．開催場所   Zoomオンライン研修 

 

 ３．講師及び内容  

内容 開催テーマ 

「強度行動障害～やるべきことは決まっている・そして、これから～」 

講師  講師 澤 月子 氏 

地域生活支援センター「ふかくさ」・NPO法人「若者と家族のライフプラン

を考える会」理事・NPO法人ピュアなどにアドバイザー 

     

４．主催  知的障害福祉士の会 

後援  埼玉県、埼玉県発達障害福祉協会、東京都発達障害支援協会 

協賛  株式会社松葉屋 （生活介護 ひとは） 

 

５．研修内容・概要 

【開催目的】 

「強度行動障害」がマスコミに登場する時、預かってくれるところがなく困った家族と行

動障害の様子が画面を覆うことが多いです。でも、そこに、これまで関ってきた専門家

と言われる人たち（療育機関・学校・事業所・ヘルパーなど）の分析が登場することは

少ないと思いませんか？きっかけとなったことや強度にしてきた環境の在り方や経過、

そしてもともとの障害特性の分析はしっかりなされているでしょうか？そもそもアセ

スメント（感覚や認知のレベル、行動の動機など）がやられている例が少なすぎます。

「やるべきことは決まっている！」のです。それを一つ一つ皆様とご一緒に明らかにで

きる貴重な機会となれたら、と願っています。 

６．参加者実数    ４３名（運営スタッフを含む）  

 

７．アンケート集計（有効回答１８件） 

 

  



 

 

 

 

 

 

 



●セミナー全体に関するご意見、ご感想などありましたらご記入ください 

・早速現場に取り入れていきたいと思います。興味関心が高い内容だったのでためになりま

した。もっとパワーアップして対象児や親御様の力になれたらと頑張ります。 

・強度行動障害に対する見方が広がりました。必要なところにお金をかけることもきちんと

計画を立て、利用者さんが安心していられる場所作りを実現したいです。 

・課題に視点がいきがちになっていることに気づきました。今回のセミナーを受けて自身の

支援についての反省点や今後、活かしていきたいことなど色々と学ぶことが出来ました。 

・今回、強度行動障害のある方のアセスメント方法を知りたくて参加させていただきました。 

・前回同様、とても参考になる内容で、実際に職員と一緒に行ってみようと思いました。 

・シート等の活用で利用者様の支援が明確になり、より良い支援を心がけ、おこないたいと

思います。本日はありがとうございました。 

・応用行動分析をある程度知っていないと、理解しづらいかなと思いました。 

・本日はありがとうございました。 

・具体的な実践 とても面白かった 

・このセミナーに参加できて学びが多くあり大変よかったと思っています。ありがとうござ

いました。 

・資料が充実していて、同僚たちと共有しやすく助かります。 

・参考になる内容でした。アセスメントも、利用者の状態像も整理することが大事で、これ

からも整理をするためのフレームワークを教えて頂きありがとうございました。 

・初めての参加でしたが、色々勉強させて頂きました。ありがとうございました 

・上司の紹介で参加させて頂きました。知識不足の私にもわかりやすい内容でありがたかっ

たです。暖かな雰囲気の進め方で、オンラインは苦手なのですが緊張しすぎず、心地良く参

加できました。これからもどうぞよろしくお願い致します。 

 

 



●澤月子先生のご講義についてのご感想をお聞かせください。 

・早速動機付けのプリント等、全スタッフに共有していきたいと思います。また社会で問題

になっている強度行動障害。日々の記録を関係機関と協力しながら行っていきたいと思いま

す。マイクの設定がうまくいっていないので迷惑をおかけました。 

・色々な事例など、わかりやすい講義でした。 

・現場のご経験と客観的で綿密な分析からされてきた支援の様子から、多様な着眼点をお持

ちでとても参考になりました。物理的な支援も必要とおっしゃってくださったこともせ支援

者としてはありがたいお言葉でした。 

・いろいろな事例をもとに講義していただき、とても分かりやすかったです。 

・実際の行動を基にした講義でとても活用できる内容でした。もっといろんな事例も教えて

ほしくなりました。 

・分かりやすく説明して頂きありがとうございました。 

・「愛は地球を救うんじゃない」というのが印象的でした。科学的根拠のある支援をしたい

ものですが、なかなか統一した支援ができていなくて…。 

・本日はありがとうございました。澤先生は、まさしく”実践家”としてご活躍されている

ことがよくわかりました。たくさんの事例を通し、「あるある」「なるほど」といったことを

感じながら聞かせていただきました。『個別化ではなく孤立化』というワードも印象に残り

ました。 

・困難事例への具体的な対応とても参考になり楽しかった 

・大変ありがとうございました。改めて根拠の大切さ、記録の大切さ、支援者の考え方の統

一の大切さだと思いました。 

・資料もわかりやすく、有難いです。 

・氷山モデルの塩分濃度の話題は始めてお聞きしました。確かにそうだなーと感じながらお

聞きしていましたが、アセスメント、ABA、など多くのフレームワークを教えて頂きあり

がとうございました。 

・実例を交えた内容が多くてイメージしやすく、実践のヒントをたくさんいただきました。

特に ABC分析は以前導入したことがあるのですが、記述項目が多く、現場ですぐに記入す

ることが難しく、記述漏れが多く発生して上手くいかないことがありました。今回いただい

たヒントを基に、導入したいと思います。 

・分かりやすく説明されて下さりありがとうございました。 

・事例を用いてわかりやすく実践向けの内容だったのでよかったです。 

・入所施設での仕事は日が浅く、驚くことの連続で、強度行動障害について学ばせて頂きた

いとお願いしたところ、こちらの研修に繋げて頂きました。具体的な事例の動画や写真で視

野が広がりました。困っているのはだれかという視点で考えていきたいと思いました。力強

いタイトルに惹かれ、資料を拝見して、今日の講義を楽しみにしておりました。相談支援の

立場からになりますが、様々な立場の方と協力した良いチームを作るためにも、今日のシー

トを活用できるようにしたいと思います。冒頭お話頂いたアセスメントの大切さをあらため

て感じております。いろいろな出会いのある福祉のお仕事、希望と好奇心を持ってこれから 

も楽しく向き合いたいと思います。 

ありがとうございました。 



 

●演習についてのご感想をお聞かせください。 

・同上 

・やるべきことは決まってるということや、資料もわかりやすかったです。 

・強度行動障害を持つ利用者さんが多い中、今日の演習をすぐに全員に適応することは難し

いですが、記録の方法などで工夫ができるように感じました。 

・活用できるシートだと思います。支援に役立てていきたいです。 

・事例が色々と浮かんできて、どの行動にしようか悩みましたが、今後職場でたくさんの事

例を検討していこうと思います。 

・参加しやすかったです。ありがとうございました。 

・異動したてな為対象の利用者についてアセスが少なく難しかった 

・実際に記入して思っていたことと違うと見えました。 

・選択形式でシートチェックが出来るのが有難いです。 

・個人ワークの時間が少し短く感じましたが、大きな影響はありませんでした。 

・活用させていただきます。 

・実際に記入してみて理解を深めることができました。 

・シートを記入するにあたり、自分だけでは情報不足だということに気が付きました。 

 

●今後、どのような内容の講義を聞いてみたいですか具体的にご記入ください 

・強度行動障害の学校と家庭の連携 

・今回は児童がメインだったので、次回は成人やドラックロックなどのことを知りたいで

す。 

・高齢化された利用者とご家族の問題についての講義 

・強度行動障害がある人の支援に必要な構造化をわかりやすく職員に伝えていくような内

容の講義を受けたいです。 

・応用行動分析 

・特に注文はございません 

・引き続き今日のテーマで、多くの事例を伺いたいと思いました 

 

２０2６．７/５ 

報告作成者 

社会福祉法人平野の里 

あやめ寮：杉村 健 


